
 

 

 

 

 

概        要 

学年・教科・単元等 小学校６年生・国語・「意見文を書こう」 

活用方法 

単元に合わせて、４つの学習過程を再編成し取り組んでいる。

「まとめあげる」場面で児童が課題解決できるような授業の流れ

を構築している。 

成 果 等 

研究主題にある育成したい資質・能力に合わせ、指導の手立て

が示されている。そのため、４つの学習過程で何をどのように取

り組めばよいか児童自ら考え学ぶ姿が見られた。 

 
第６学年 国語科学習指導案  

                               
１．単元名   ６年○組「天声人語」を発行しよう  
        （教材名 教育出版 「意見文を書こう」）  
 
２．単元について  
（１）本単元で行う言語活動  
 本単元では、意見文を書き、互いに読み合う活動を行う。これらの活動をとおして、小
学校指導要領・国語科〔第５学年及び第６学年の内容〕における、以下の指導事項をおさ
えていく。  
 【Ｂ 書くこと】  
  イ 自分の考えを明確に表現するために、文章全体の構成の効果を考えること。  
     ウ 事実と感想、意見などを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いた 
    り詳しく書いたりすること。  
  
 【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  
  イ 言葉の特徴やきまりに関する事項  
   （カ）語感、言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつこと。  
   （キ）文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。  
  
 〈単元の系統〉  
  ５年  
 
 
 

世界遺産  白神山
地からの提言  
 意見文を書こう  

 
  ６年  
 意見文を書こう   １年生に向けて物

語を書こう   随筆を書こう   学校案内パンフレ
ットを書こう  

 
（本単元で身に付けたい力）  
 児童はこれまでに、パンフレットを作ったり、随筆を書いたりしてきた。国語科の授業
だけでなく、日頃から８００字程度の作文を書き、日々の記録として書き留めている。そ
のため、原稿用紙１枚程度の作文に対しては、それほど苦手意識をもってはいない。しか
し、自分の考えを書くこと、文章の構成を考え、比較的長い文章を書くことは、まだまだ
経験が不足している。  

 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム  

 を活用した学習の事例（指導案等）  



 そこで、今回は、文章全体の構成の効果を考えて文章を書く力や事実と自分の意見や感
想を区別して、説得力が増すように工夫して書く力を身に付けさせたい。  
 単元名の「天声人語」は、朝日新聞社が１世紀も掲載を続けている人気のコラムで、「庶
民の声は天の神の声そのものである。」という意味があるそうだ。コラムとは、評論文の
ことを言い、エッセイ＝随筆とは違って、一般的には、序論・本論・結論という構成を意
識して書くもので、意見文の構成と似ている。根拠をはっきりとさせ、自分の考えを書き、
学級の「天声人語」として発行し、友達やその保護者に読んでもらうことを行う。  
 始めに朝日新聞の「天声人語」を紹介する。どんな話題で書いているのか、書き出しや
書き方の特徴などに気付かせたい。新聞記事を読むことには慣れていないと思うが、この
学習を機会に、多くの天声人語を読む活動を行う。天声人語の多読である。多くの文章に
触れることで、お気に入りの天声人語や手本にしたくなるような天声人語を見つけ、書き
方のイメージを描きやすくなることも期待できる。その後、教材の意見文を扱う。その中
では、意見文に適した語句や接続語、文や文章の構成などに気付かせ、活用できるように
したい。  
 次に、事実と自分の意見や感想を区別したり、調べた情報を整理したりするために、構
成表を作成する。児童の中には、ホームページや本で調べたことだけを意見の根拠にして
しまう児童がいる。そうではなく、自分にできる具体例を示すことが、説得力を高めるた
めに必要であることに気付かせたい。  
 最後に、児童の意見文を新聞のコラムとして発行する。友達の意見文を互いに読み合っ
たり、家族に紹介したりする。「書くこと」には、自分自身を振り返る一面と、書いたも
のを発信し、誰かに影響を与える一面もあると考える。読んだ人の考えを広げたり深めた
りするチャンスになるかもしれない、そんな気持ちをもって「天声人語」の発行に取り組
めるようにしたい。  
 
（２）児童の実態  

 
   

【省略】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）指導観  
①意見文の特徴の把握  

  意見文の特徴として、まず、活用する接続語があげられる。自分の考えを主張するた 
めの意見文であるから、「論じる」という意識で言葉を選択する必要がある。「確かに 
～。」「しかし～。」「では～。」「このように～。」など、普段使わない言葉に意識
を向けなければならない。  

  また、相手を惹きつけるような問いかけの文や反対意見を予想して反論する文が特徴 
的である。児童は、問いかけの文の効果は理解しており、実際に書いたことがあるが、 
反論する文はほとんどないと考えられる。適当な場面に書くのではなく、どんな反対意 
見が出るかを事前に予想しなければならない。つまり、反対意見が出て、自分の意見が 
変わってしまっては説得力どころではなくなってくる。反対意見に対する反論を考える 
ということは、自分の考えを明確にすることにもつながると考える。  

  このように、意見文の特徴を捉え、言葉を適切に選択して活用することで、児童の語 
彙も豊かになってくると考える。  

 
②構成表の作成（情報の整理）  

  構成表の活用によって、事実と自分の考えを区別することや調べた情報を整理するこ 
とが視覚的にもわかりやすくなる。意見文を書く前に、文章全体の骨組みを構成するこ 
とで、実態調査にあった「内容が決まらない。」という児童にとっても、見通しがもて 
る手立てになると考える。表にまとめるため、端的に書くようにする。構成表に意見文 
そのままの文を書いてしまうことも考えられるため、構成表の大きさに配慮する。  

 

研究主題  「見方・考え方」を働かせながら学ぶ子の育成  



③「天声人語」の多読  
  ほとんどの児童が、新聞を読むことには慣れていない。記事の中には、まだ習ってい 

ない漢字や分からない言葉があり、辞書を使わないと理解が難しいものもある。天声人 
語は、６００字程度の文章で、比較的内容が分かりやすい。短い文章ではあるが、自分 
の意見が書いてあり、その根拠も明記され、引用の文などもある。児童にとっては、説 
得力がある文章で、読みやすい印象を持つのではないかと考える。新聞を購読している 
家庭は減少しつつあるが、今回の学習では、天声人語の多読に取り組みたい。多くの文 
章に触れることで、意見文の特徴に気付いたり、手本になるような文章を見つけたりす 
ることができるのではないかと考える。国語の授業だけでなく、朝読書の時間に多読の 
時間を取っていくようにする。  

 
④「天声人語」の発行  

  ６年○組の「天声人語」の発行を目標にする。書いたから発表するという過程よりも、 
何のために書くか誰のために書くかを意識することを大切にしたい。コラムは、ある課 
題をいろいろな切り口から見て、自分の意見を根拠をもとに書いている評論文である。 
児童にとって、評論文は少し難しい。しかし、自分なりに考えて説得力のある文を書き、 
コラムとして発信することは、相手意識や目的意識をもち、書く意欲を持続させる手立 
てになると考える。  

   
３．単元の目標  
 ○言葉の使い方に関心をもち、進んで意見文を書いたり、友達の意見文を読んで感想を 
  伝えたりしている。                   【関心・意欲・態度】  
 ○自分の意見を明確にし、根拠を示しながら、説得力のある文を書くことができる。  

【書くこと】  
 ○意見文の特徴をとらえ、文章の構成や表現の効果について確かめたり工夫したりしな 
  がら、自分の考えを書くことができる。              【書くこと】  
 
４．評価規準  
 【関心・意欲・態度】  
  ・言葉の使い方に関心をもち、効果的な表現を使って書こうとしている。  
  ・意見文の特徴をとらえ、進んで書こうとしている。  
  ・友達の意見文を読み、良いところや感想を伝えようとしている。  
 【書くこと】  
  ・書きたいことを明確にし、情報を集めることができる。  
  ・引用したり、具体例を示したりしながら、説得力のある文を書くことができる。  
  ・文章の構成を考えたり、表現の効果について工夫したりして自分の考えを書くこと 
   ができる。  
 
５．指導計画{８時間＋朝読書（天声人語の多読）｝  

 時  学 習 内 容  手立て（○）評価（※）  
第  
一  
次  
 

 

見  
出  
す  
 

１  
 

・「天声人語」を読み、視写する。  
・内容を理解し、随筆と異なる点を話 

し合う。  
・学級で「天声人語」を作成し、発行 

するという目標を知る。  
 

○ 「 天 声 人 語 」 は コ ラ ム と い う  
ことをおさえる。  

○指導者の見本を提示し、見通し 
をもたせる。  

※言葉の使い方に関心を持ってい
る。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授
業
の
実
際
① 

「
天
声
人
語
」
の
特
徴
を
捉
え
て
、

児
童
が
意
見
文
を
書
く
と
き
の 

手
が
か
り
に
さ
せ
て
い
る
。 



２  
本時  
 

・教材の意見文を読み、その特徴につ 
いて話し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教材の意見文を読み、コラムと 
似ているところを確認する。  

○序論・本論・結論の構成に気付 
かせる。  

※意見文の特徴に気付いている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  
二  
次  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自  
分  
で  
取  
り  
組  
む  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
あ
げ
る  

３  
４  
 

・身近なことから課題を見つけ、自分 
の意見を明確にする。  

・取材をする。  
 （意見の根拠になる情報を集める）  
 

○情報を集める時には、考えたき 
っかけ、自分の経験、本や資料 
からわかったことの観点を意識 
させる。  

※書きたいことを明確にし、情報 
を集めることができる。  

 
５  
 

・構成表の作り方を理解し作成する。
・情報を整理し、序論・本論・結論で 
 書く内容をまとめる。  

○構成表にまとめるときは、簡単 
な文章で書くように伝える。  

※構成表を作成することができる。 
 

６  
 

 

 

・構成表をもとに意見文を書く。  
・説得力のある文章になっているかを 

確認する。  
 

○問いかけの文や反対意見に対す 
る反論の文を取り入れて書くよ
うに伝える。  

※構成表をもとに意見文を書くこ 
とができる。  

※効果的な表現方法を使って工夫 
して文を書くことができる。  

 
７  
 

・推敲し、清書する。  
 

○文のつながりや文字の間違いを 
見直すようにする。  

※文章の構成を考えたり、表現の 
効果について工夫したりして自 
分の考えを書くことができる。  

 
広  
げ
深  
め  
る  
 

８  
 

・「天声人語」として発行し、互いに 
読み合い、家族にも紹介する。  

・交流した友達には、感想を書いて渡 
す。  

 

○意見文の特徴を捉えて文章が書 
けているかを意識しながら友達 
の文章を読み、感想を伝えるよ 
うにする。  

※友達の意見文を読み、良いとこ 
ろや感想を伝えようとしている。 

授
業
の
実
際
② 

提
示
し
た
意
見
文
に
つ
い
て

「
序
論
・
本
論
・
結
論
」
の

構
成
を
捉
え
さ
せ
て
い
る 



６．本時の指導（２／８）  
（１）目標  
 ○進んで意見文の特徴を見つけたり、友達と話し合ったりしている。  
                              【関心・意欲・態度】 

○言葉の使い方や文章の構成に着目しながら、意見文の特徴に気付くことができる。  
                                 【書くこと】  

（２）本時  
時配   学習活動と内容  支援と留意点（○）評価（※）   
２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  
 
 
 
 
 
 

見
出
す  
 
 
 

１ 学習の振り返りをする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習のめあてを確認する。  

○本時で扱う教材の意見文がコラム 
と似ていることを確認する。  

 
 
 
 
 
 
 
○序論・本論・結論の構成を確認す 

る。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
意  
見  
文  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
３ 意見文を読み、気付いたこと 
 をまとめる。  
 

 

 

 
 
 

 

 

 
４．グループで話し合う。  
・自分の考えを伝え、グループの 

中で分類作業を行い、共有する。 
 
 
 
４ グループで話し合う。  
・自分の考えを伝え、グループの 

中で分類作業を行い、共有する。 
 
５ 全体で話し合う。  
・グループでつけた項目をもとに 

共有する。  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○普段書いている作文との違いを考

えさせるために、今まで書いたこ
とがないような書き方に目を向け
させるようにする。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※進ん で意見 文の 特 徴を見 つけた
 り、友達と話し合ったりしている。
       【関心・意欲・態度】
※言葉の使い方や文章の構成に着目

しながら、意見文の特徴に気付く
ことができる。   【書くこと】

 
 
 
 
 
○付箋紙に気付いたことを書き、Ｘ

チャート上で分類させる。  
 
○分類した後、項目をつけさせる。  
 
 
 
 
 
 
 

 
８  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
分
で
取
り
組
む  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７  
 
 
 
１５  
 

広

げ

深

め

る  
 
 
 
 

（予想される項目）  
 言葉（接続語） 文章 引用 

自分の体験  文末表現  

（予想される気付き）  
・言葉に関する気付き  
 「確かに～」「このように～」  
 「しかし～」  
・文に関する気付き  
  引用の文  
  問いかけの文  
・文章の構成に関する気付き  
  問いかけの文で始まって終わ

りも問いかけになっている｡  

意見文にはどんな特徴があるだろうか。  

チャートの活用の仕方が理解されて

いる。そのため、比較検討する場面

で活用させることで、グループでの

話し合いが活性化された。  

例文等を活用し、根拠を基に話し合

わせることで、意見文の特徴「構成」

「問いかけの文」について確認させ

ていた。  

「見出す」場面  
関連する資料が掲示され「天声人語

の捉えや特徴」を学級全体で確認し

ていたため、授業内でも意見が反映

されていた。  

「自分で取り組む」場面  
文章を書く学習の積み重ねがある。

自分たちが書いたものを冊子にま

とめた作品集を活用し、考えている

児童が見られた。  
気付いたことをしっかりとメモに

残す児童が多かった。  
 

課題解決型であり、学習のめあてが明確になり、解決の見通

しがもちやすいので、児童が主体的に学べる。  

Ｘ
チ
ャ
ー
ト
の 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 



広  
げ  
深

め  
る  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※進ん で意見 文の 特 徴を見 つけた
 り、友達と話し合ったりしている。
       【関心・意欲・態度】
○言葉の使い方や問いかけの文には

気付きやすいが、反対意見を予想
して、反論の文を書くことには気
付かないと考えられる。その場合
は、指導者が反論の文を取り上げ
て気付かせるようにする。  

 
 
 
６．学習のまとめをする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．次時の予告をする。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○本論には何が書いてあるかを確認 

し、取材活動が必要であることに 
気付かせる。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

あ

げ

る  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見文の特徴               
①接続語の工夫「確かに」「このように」「しかし」  
②問いかけの文を入れる。  
③反対意見を予想して反論の文を入れる。  
④序論・本論・結論 序論と結論に自分の意見を書く。   
 

教師が見本を示すとともに、今まで

書いてきた作文との比較を促した。  

「まとめあげる」場面 ～更なる授業改善のために～  
「広げ深める」場面で様々な意見が出されていたので、まとめも自分の言葉で

書けるとよい。時間の配分も含め、書くための手立てが、今後の課題である。 
また「天声人語」には意見文の形式と随筆の形式が混在している場合がある。

教師が吟味して、教材の取り扱いに配慮する必要がある。  

「広げ深める」場面  
話し合いの中心となる児童がいて、

話し合う目的が共有されていた、  
また、グループでの話し合いや学級

での共有で身に付けさせたい知識や

技能について、ほとんどが児童から

発言されていた。  

本
単
元
で
作
成
さ
れ
た
児
童
の
作
品 

３  

７  


